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・附属に行く手間が省ける，行かなくても見ることができる (U1， U 2， U 3， U 4， G 5， G 6， G 7) 
・遠いところにいても リアルタイムで観察できる (G5) 
M 【視野の多面性・広角性】
-実際に教室で見るよりも多くの人が授業を観察できる (U2) 
-いろいろな角度から子どもたちの様子を観察できる，自由にカメラを操作できる (U2， U 3) 
M 【分析・コメン卜の同時性】
・授業を見ながら討論できる (U1， U4) 
・随時，教員のコメントをはさむことができる メモも取れる (G6) 
M 【カメラの意識への影響】
-授業者は児童に集中しやすく 授業がしやすいだろう (G8) 
D 【システム上の限界】
-教室の雰囲気が，実際に行くよりは感じにくい (U1) 





・ノートや黒板等の板書が見えづらい，ワークシートの文字までは見えない (U2， G 6) 
・子どもの声，発言が聞こえにくい (U2， U 4， G 5， G 6， G 7) 
-カメラの機器の操作をくふうすれば もっとリアルに教室の様子を把握できるのではないか (G7) 
o VTR視聴との比較
M 【ライブ感覚・臨場感】





-カメラの視野が変更できるので，どの角度からでも見える状況が作れる (G6， G 7) 
・画面がぶれたりせず，見やすい (U2) 
M 【音声・映像の双方向性】
-授業後に授業者の新鮮な声が聞ける (U1， U 2， G 6) 
・こちらの意見も授業者に伝えることができる (U3) 
D 【繰り返し再生・検討の困難性】
・停止したり戻したりして，ある場面についてゆっくり確認できない，討論できない (U1， U 2， U 4， G 5， G 6， G 8) 
D 【視聴時間の限定性】


















































































1 )本授業は， 2006年 1月30日， 31日， 2月3日に
行われた「憲法はなぜつくられたのか ?Jの第1時に
位置づく。対象クラスは附属小学校6年2組，指導者
は大学院生の佐藤章浩 (2005年度修了生)。修士論文
「科学的思考力を育成する社会科の教授方略」の研究
の一環として実施された。
2)指導者が大学院生だ、った点も影響しているだろう。
遠隔授業観察は，経験の少ない教員に対しては，教室
のなかで観察されている以上に大きなプレッシャーを
与えると推察される 見えない視線・観察者よりも，
見えている視線・観察者の方が気楽だ，との発言があっ
た一一。附属の指導者が 大学側に現在映っている画
面をモニターできたならば 幾分プレッシャーを緩和
できるだろう。
3) 当面の運用上の問題としては 教室の確保と時間割
の調整が挙げられる。ネット上で大学・附属の当該教
室の利用状況が確認・予約できるようになれば，使い
やすさはさらに向上するだろう。
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